
令和７年８月

区分
令和６年度末
時点の活用率

活用額（円）

譲与額（円）

（２）その他事業

うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

⑥　林道・林業専用
道の整備・維持修繕

林道整備事業 9,460 9,460
アスファルト舗装336.5㎡
擁壁設置13ｍ

林道の通行を快適化し、災害のリスク
を現象させた。

⑦　その他（間伐等
の森林整備）

枯損木対策事業
（枯損木伐採）

400 400 枯損木0.4ha伐採 林道の案税制を確保した。

⑦　その他（間伐等
の森林整備）

緩衝帯整備事業 1,003 1,003 森林0.8ha伐採
緩衝帯整備が進み、有害鳥獣による作
物被害が減少した。

⑭　地域における木
質バイオマス利用推
進

薪ステーション造
成事業

3,388 3,388

薪ステーション設置１か
所（来馬河原）
２日間で２０組が薪受取
り。

村内の木材利用者に対し、木材配布を
行ったことにより、地元木材の還元化
を行えた他、薪ストーブに興味を持つ
方、購入希望者が増えた。

⑭　地域における木
質バイオマス利用推
進

森のエネルギー推
進事業

332 332
薪ストーブ本体購入補助
４件

村内のバイオマスエネルギー利用者の
人口が増えた。

⑮　森林・林業の意
義や木材利用促進に
関する普及活動等

普及林産施設維持
管理業務

1,353 1,353
チップロード内の草刈
り、枝払い、倒木処理を
実施

コルチナ、栂池チップロードのハイキ
ングの快適性を確保した。

⑮　森林・林業の意
義や木材利用促進に
関する普及活動等

新生児木製玩具配
布事業 18 18

16人（新生児数）へ玩具
を配布

木の玩具は一般的に、乳幼児に対し
て、好奇心や想像力を豊かにする効果
があると岩れており、新生児たちの成
長に少しでも役に立てることを期待し
ます。

⑮　森林・林業の意
義や木材利用促進に
関する普及活動等

雨飾山キャンプ場
ウッドデッキ作成
事業

3,498 3,498 ウッドデッキ３基作成
雨飾山キャンプ場の快適化を進め、利
用客の増の見込み。

⑮　森林・林業の意
義や木材利用促進に
関する普及活動等

森林活用技術伝承
事業（木を利用し
たワークショッ
プ）

90 90
10人がワークショップに
て木を利用した物づく
り、遊びを体験

将来的な木材利用者や林業関連への就
職を見込む。

⑯　その他（木材利
用・普及啓発関係）

森林活用技術伝承
事業（かんじき作
り）

198 198
小谷中学生1年生21人が受
講

小谷村の木を利用した伝統事業を知る
世代が増え、更に下の世代へ伝承され
る見込み。

小計 19,740 0 19,740 0

合計 19,740 0 19,740 0

⑪　新たな組織の設立

⑫　その他（人材育成・担い手の確保）

⑬　木造公共建築物等の整備・内装木質化

⑭　地域における木質バイオマス利用推進

⑮　森林・林業の意義や木材利用促進に関する普及活動等

⑯　その他（木材利用・普及啓発関係）

⑰　基金積立（森林整備等）

⑱　基金積立（人材育成等）

⑲　基金積立（木材利用等）

⑳　基金積立（執行残額等）

②　森林所有者の意向調査

事業区分表

①　森林所有者の意向調査の準備作業（森林の現況把握、境界の確認・明確化等）

新生児に地域材を活用した木製
玩具を製作し、配布すること
で、地域に愛着の持てる子供を
育てる。

木材の普及啓発を村内外に行う
ため、キャンプ場のウッドデッ
キの作成を行う。

森林資源を活用した技術を次世
代へ継承することにより里山の
保全管理に向けた意識の醸成を
図る。

⑨　林業就業者の育成（労働安全対策や林業機械の導入含む）

⑩　専門員の雇用

③　私有林整備

④　公有林整備（財産区有林含む）

⑤　森林保護対策

⑥　林道・林業専用道の整備・維持修繕

⑦　その他（間伐等の森林整備）

⑧　担い手の確保に向けた取り組み

未舗装林道が豪雨、豪雪により
荒廃しており、車両が通行でき
るよう補修した。
（林道姫川妙高線）

村内で今日まで伝統的に作られ
てきた爪かんじきについて、村
内の中学生を対象に、体験学習
を行う

里山沿いの倒木の恐れがある枯
損木の伐採。
（林道大久保線）

民家・田畑の近隣にある、木々
を伐採し、緩衝帯の整備を行
い、有害鳥獣対策を図る。
（下里瀬地区）

地域材循環に向けて村有地に薪
ステーションを造成し、村民に
向けて木材の配布を行った。

再生可能エネルギーのである木
質バイオマスの利用促進を図
り、薪ストーブ等の本体購入経
費の補助を行う。

村内の栂池、コルチナウッド
チップロードのハイキングコー
ス整備

事業区分 事業名

事業総額（千円）
事業内容

４　令和６年度　森林環境譲与税を活用した事業一覧

実績 事業効果

16,927 19,740 36,667
65%

人の往来が多く、クマ等鳥獣の目撃報告の多い地域、枯
損した危険木の散見される地域を重点的に整備するエリ
アとし安全確保のため譲与税を使用する方針。41,729 14,948 56,677

小谷村森林経営制度及び森林環境譲与税活用事業実施状況

１　森林経営管理制度　市町村実施方針
　　（　小谷村森林経営管理制度実施方針　）

２　森林環境譲与税導入の効果
　・森林経営管理制度に基づき、森林所有者から委託を受けた森林について、防災、減災、鳥獣対策の森林整備を実施
　・地域の小学生、中学生の利用する通学路及び歩行者の多い地区周辺において、重点的に森林整備を行い、鳥獣による人身被害等の発生を抑制する。
　・地域の森林経営管理制度推進を図るため、圏域５市町村で森林整備に係る基本計画「北アルプス森林林業基本計画」を策定

３　森林環境譲与税の活用状況（全体像）

令和元年度～
令和５年度

令和６年度 計 未執行額の活用方針


